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ドライデンのホラーティウス翻訳

EpodeIIの場合

顕微鏡的想像力の系譜(1):

-シャーロット・スミスと植物学-

誤解の構造

-『エマ』に関する物語論的考察-

『伝記物語』に見る作家の真実

高谷修

鈴木雅之

廣野由美子

丹羽隆昭

アリス・ピンチョンの悲劇とホーソーンの人種意識……………福岡和子

翻訳

『1596年、エドマンド・スペンサー氏によりユードクサスと

アイリニーアスの対話の形で書かれたるアイルランドの

状況管見』(2) 水野眞理

京都大学人間・環境学研究科英語部会



編集後記

☆『英文学評論』第76集をお届けします。例年よりもやや大部なものになりま
した。ご寄稿いただいた先生方に御礼申し上げます。

☆さて、大学の独立法人化を控えて、学内にも色々な動きがありました。昨年
は、総合人間学部、大学院人間・環境学研究科ともに改組され、総合人間学部
は従来の4学科制から1学科5系に再編されました。また人間・環境学研究科
も3専攻に改組され、これにより学部から大学院への繋がりが従来よりもすっ
きりとした形になりました。また教官の所属も変わりました。基幹化にともな
い総合人間学部に所属していた教官は人間・環境学研究科に移籍しました。ま
た共通教育の管理運営を行う全学共通教育機構が生まれ、数名の英語部会の教
官が兼担で移籍しました。

このように、組織の改変にともない、『英文学評論』の発行の体制も変わりま
した。まず全員の所属する人間・環境学研究科英語部会が発行所となりました。
また英米文学を専門とする者が中心となり、予算的にも責任をもって発行する
形態に変わりました。このような時に、『英文学評論』を更に充実させるべく幾
つかの提案がなされています。『英文学評論』も少しずつ変わってゆくものと思
われます。

☆英語部会の人事につきましては、昨年度、田地野彰助教授、ロバート・フア
ウザー助教授、および中森誉之助教授が赴任されました。
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